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軽種馬の生産・育成ステージ

１歳 ２歳 ３歳（前年） 当歳

妊娠期間 約330日

種
付

離
乳

出
生

生産育成牧場（オーナーブリーダーの牧場等）

中期育成期
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生産牧場 育成牧場

生産牧場 育成牧場
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競馬場

○ 軽種馬は、主に３月～５月に生産牧場で出生し、生産牧場や育成牧場等での約２年間
の育成期間を経て、中央、地方競馬のトレーニングセンター、競馬場に入厩し、レースに
出走。

○ 軽種馬は、各ステージ（当歳、１歳、２歳）において、セリ市場又は相対（庭先）で取引。
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(3.0％)(生産頭数のうち市場取引割合) (37.7％) (3.5％)

市場取引 市場取引
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競走（中央競馬）

競走（地方競馬）
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資料：種馬場及び生産牧場における戸数・頭数、競走馬登録頭数は ｢軽種馬統計｣ (公財） ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、 (公社）日本軽種馬協会、その他は日本中央競馬会、地方競馬全国協会調べ

競馬場

軽種馬（サラ系）のライフサイクル

セリ・相対

供用種雄馬頭数
227頭(H28)

種馬場

種付

育成牧場

繁殖雌馬飼養戸数 865戸(H28)
種付雌馬頭数 9,484頭(H28) 

生産頭数 7,083頭(H29)

生産牧場

生産 育成・調教

在籍馬： 21,060頭(R2年末)

中央競馬： 8,911頭
地方競馬： 12,149頭

[当歳、１歳、２歳]

競走馬登録 6,636頭(H29年産馬)

中央競馬：4,918 頭
地方競馬：1,718 頭

再登録馬 3,875頭
中央
地方

育成・調教

乗用2,473頭(R2年)

中央競馬： 877頭
地方競馬：1,596頭

研究馬 17頭
へい死 976頭
その他 1,566頭

繁殖用 1,097頭(R2年)

中央競馬：614頭
地方競馬：483頭

3,498頭377頭

2

登録抹消頭数： 10,004頭（R2）
中央競馬 ：5,302頭
地方競馬 ：4,702頭



馬の飼養頭数の推移
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○ 馬は品種や体格等により、競走用、乗馬用あるいは肥育用等の様々な目的で飼養さ
れており、令和２年の全国の馬の飼養頭数は77,762頭。

○ このうち、主に競走用に利用される軽種馬頭数は46,135頭で、総飼養頭数の約59％を
占めており、直近ではやや増加。

○ 軽種馬頭数のうち競走用に登録されている頭数は21,060頭で、総飼養頭数の約27％
であり、直近ではやや増加。

馬飼養頭数の推移

資料：種雄馬、繁殖雌馬は「軽種馬統計」、競走馬は日本中央競馬会及び地方競馬全国協会調べ（各年末現在）、育成馬は「軽種馬統計」の生産頭数及び
前年生産頭数に育成率（0.95）を乗じた数の合計値。
馬全体の総飼養頭数は農林水産省動物衛生課調べ「家畜の頭羽数及び家畜の飼養に係る衛生管理の状況（各年2月1日現在）」とし、
その他は総飼養頭数から競走用軽種馬を除いた頭数。

255  240  230  230  227  234  252  241  257  267 
9,406  9,349  9,322  9,272  9,404  9,492  9,653  9,911  10,029  10,229 

13,866  13,574  13,338  13,405  13,417  13,422  13,651  13,985  14,281  14,579 
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軽種馬の生産農家戸数と生産頭数の推移
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○ 生産農家戸数は減少傾向で推移。特に、1～10頭の小規模農家が減少する一方で、
1戸あたり平均繁殖雌馬飼養頭数は増加。

○ 繁殖雌馬頭数及び生産頭数は、やや増加。

飼養規模別繁殖雌馬飼養戸数
及び1戸あたり平均飼養頭数の推移

資料 ： ｢2020 軽種馬統計｣ (公財） ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ (公社）日本軽種馬協会

繁殖雌馬頭数及び軽種馬生産頭数の推移
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えりも町
４戸

〔20頭〕
（21頭）

日高町
144戸

〔1,885頭〕
（1,366頭）

様似町
21戸

〔87頭〕
（71頭）

浦河町
159戸

〔1,819頭〕
（1,365頭）

平取町
20戸

〔236頭〕
（185頭）

新ひだか町
200戸

〔2,250頭〕
（1,795頭）

北海道
719戸

〔9,991頭〕
（7,392頭）

新冠町
121戸

〔1,728頭〕
（1,206頭）

十勝地域
14戸

〔32頭〕
（22頭）

胆振地域
36戸

〔1,934頭〕
（1,361頭）

日高地域
669戸

〔8,025頭〕
（6,009頭）

○ 全国の軽種馬生産農家788戸のうち北海道は719戸で91％（日高地域は全国の85％）。
○ 全国の繁殖雌馬頭数10,229頭のうち北海道は9,991頭で98％（日高地域は全国の78％）。
○ 全国の軽種馬生産頭数7,556頭のうち北海道は7,392頭で98％（日高地域は全国の80％ ）。

資料 ： 『2020 軽種馬統計』 (公財） ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ (公社）日本軽種馬協会（令和2年12月31日時点）
注：繁殖雌馬頭数は、種雄馬管理者から提出された種付成績報告書（種付台帳）を基に種付種雌馬頭数を集計したもの

軽種馬生産の現況(令和２年12月31日時点)

宮城県
3戸

〔2頭〕
(3頭)

青森県
31戸

〔122頭〕
（80頭）

秋田県
1戸

〔0頭〕
(0頭)

群馬県
1戸

〔7頭〕
(0頭)

茨城県
3戸

〔7頭〕
（6頭）

栃木県
2戸

〔12頭〕
(16頭)

千葉県
4戸

〔14頭〕
（1頭）

鹿児島県
11戸

〔27頭〕
（25頭）

宮崎県
5戸

〔18頭〕
（7頭）

熊本県
8戸

〔29頭〕
（26頭）

全国
788戸

〔10,229頭〕
（7,556頭）

戸数
〔繁殖雌馬頭数〕

（生産頭数）

都府県
69戸

〔238頭〕
（164頭）
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資料：市町村別農業算出額（推計値）（農林水産省）
※「軽種馬 他」には、めん羊、やぎ、はちみつ、うずら

卵等を含む。

日高地域における
農業算出額の割合（H30)

馬産地における軽種馬生産の位置付け

○ 日高・胆振地域の軽種馬生産頭数は全国の98％（うち日高80％、胆振18％。）。
特に日高地域では農業産出額に占める割合が５割を超えており、重要な産業。

○ 生産頭数は日高地域が胆振地域より多いものの、ＧⅠレース（JRA）における過去10年
の優勝馬は、胆振地域の方が多く、日高地域においては強い馬づくりが大きな課題。

日高地域

80%
6,009頭

胆振地域

18%
1,361頭

その他

2%

全国
7,556頭

地域別軽種馬生産頭数割合(R2)

資料：2020 軽種馬統計
（(公財)ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、(公社)日本軽種馬協会）

ＪＲＡ ＧⅠレース（平地のみ）
優勝馬の産地割合（H23～R2）

資料：ＪＲＡ調べ

日高地域における農業算出額の割合の推移

※1）平成17、18年は「ひだかの農業2017（日高振興局産業振興部農務課）」 農業産出額（粗生産額）
※2）平成27～30年は「市町村別農業産出額」より算出。
※3）令和元年の農業産出額は、農林業センサス年のため市町村別の公表なし。
※4）｢×｣は秘密保護上統計数値を公表しないもの。

（各項目毎に日高町、平取町、新冠町、浦河町、様似町、えりも町、新ひだか町の値を合算。）
平成27年からのその他の畜産物には、軽種馬、めん羊、やぎ、はちみつ、うずら卵等を含む。

6

単位：千万円

計 耕種 計 畜産 計

肉用牛 乳用牛 豚 鶏 軽種馬

その他
畜産物

平成17年 4,443 796 3,647 316 554 49 7 2,718 4 

平成18年 4,690 795 3,895 333 525 x x 2,949 3 

平成27年 3,803 771 3,029 492 580 101 3 1,453 

平成28年 4,056 696 3,364 606 625 99 2 1,920 

平成29年 4,503 751 3,751 608 651 108 2 2,265 

平成30年 4,520 751 3,767 617 665 102 2 2,265 

日高地域

40%
胆振地域

55%

海外

5%



＜飼養頭数規模別＞軽種馬生産農家戸数・繁殖雌馬飼養頭数（令和２年）

○ 飼養規模１０頭以下の生産者戸数は491戸で、全体の62％。
○ 飼養規模１０頭以下の生産者における繁殖雌馬飼養頭数は2,390頭で全体の23％。

飼養規模２１頭以上の生産者における繁殖雌馬飼養頭数は5,325頭で全体の52％。

資料：｢2020軽種馬統計｣(公財)ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、(公社)日本軽種馬協会（令和2年12月31日時点）
「（2）飼養頭数別繁殖雌馬飼養頭数」は（１）により頭数×戸数で算出。ただし、21頭以上は繁殖雌馬合計頭数から推計。

（１）繁殖雌馬飼養頭数別軽種馬生産者戸数

（２）飼養頭数別繁殖雌馬飼養頭数
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全国
788戸

全国
10,229頭

（単位：戸）

飼養規模 １～10頭

項目 1～5頭 6～10頭
491 295 196 136 45 116 788
62% 37% 25% 17% 6% 15% 100%
397 217 180 124 40 108 669
59% 32% 27% 19% 6% 16% 100%
19 13 6 5 5 7 36

53% 36% 17% 14% 14% 19% 100%

日高

胆振

11～15頭 16～20頭 21頭以上 合計

全　　国

（単位：頭）

飼養規模 １～10頭

項目 1～5頭 6～10頭
2,390 858 1,532 1,732 782 5,325 10,229

23% 8% 15% 17% 8% 52% 100%
2,053 647 1,406 1,583 697 3,692 8,025

26% 8% 18% 20% 9% 46% 100%
83 31 52 60 85 1,706 1,934
4% 2% 3% 3% 4% 88% 100%

合計

全　　国

日高

胆振

11～15頭 16～20頭 21頭以上



軽種馬生産農家の経営状況

○ 平成30年の産駒１頭あたりの生産費は587万円、所得は145万円。
○ 平成30年度は粗収益が生産費（家族労働費含む）を上回り、軽種馬経営の所得に回復

の兆しがみられる。

8
資料：｢軽種馬生産費等調査報告書｣日本軽種馬協会

注１：毎年、同一の20戸の軽種馬生産農家を調査している。
注２：生産費は支払利子・地代を含む。
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○ 取引頭数の多い１歳市場における上場頭数及び市場上場率は、近年ほぼ横ばい。（図１、図２）
○ １歳市場の売却頭数及び市場売却率は、上昇傾向で推移。（図１、図３）
○ 国内で最も多くの馬が上場される北海道市場の1歳馬の総売上額と平均価格は、上昇傾向で推

移。（図４）

資料：｢年次別サラブレッドせり市場成績｣及び｢全国セリ市場成績｣（公社）日本軽種馬協会

軽種馬の市場取引状況
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○１歳市場の上場頭数及び売却頭数 （図１）
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○市場売却率（売却頭数/市場上場頭数） （図３）
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※ 2歳売却率のR2年のデータは、新型コロナウィルスの影響
により中止された市場があったため、記載していない。

※
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〇市場上場率（市場上場頭数/対象年生産頭数） （図２）

〇北海道市場１歳馬の総売上額と平均価格 （図４）



再登録

39%

乗馬

25%

繁殖

11%

研究

0.2%

へい死

10%

その他

15%

中央・地方合計

馬登録抹消の事由別頭数

○ 令和元年末の在籍登録数20,261頭のうち約半数の10,004頭（中央：5,302頭、地方：
4,702頭）が令和２年に登録抹消。

○ 抹消事由の内訳は、再登録3,875頭（中央→地方：3,498頭、地方→中央：377頭）が最も
多く（39％）、次いで乗馬2,473頭（中央：877頭、地方：1,596頭）で25％、繁殖1,097頭（中
央：614頭、地方：483頭）で11％。
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登録抹消事由別頭数（R2）

登録抹消
頭数

10,004頭

地方競馬

へ再登録
66%

乗馬

16%

繁殖

12%

研究

0.3%
へい死

3%
その他

3%

中央競馬

5,302頭 中央競馬

へ再登録

8%

乗馬

34%

繁殖

10%

へい死

18%

その他

30%

地方競馬

4,702頭

R元年末
在籍登録馬頭数

R２年
登録抹消頭数 再登録 乗馬 繁殖 研究 へい死 その他

中央 8,803 5,302 3,498 877 614 17 140 156 

地方 11,458 4,702 377 1,596 483 - 836 1,410 

総計 20,261 10,004 3,875 2,473 1,097 17 976 1,566 

※中央：ＪＲＡ調べ、地方：ＮＡＲ調べ



馬の多様な利活用について

○ 引退競走馬がセカンドキャリアとして乗用馬やホースセラピー、教育、観光等に利活用されること
は、馬としての活動期間を延ばすこととなり、動物福祉や競馬の社会貢献の観点からも有意義。

○ 世界的な競馬サークルの動向としても、IFHA（国際競馬統括機関連盟）注１は、引退競走馬の適切
な処遇に「最大限の努力を払うこと」を競馬主催者に求めており、平成29年5月には、競走馬のアフ
ターケアのレベルアップを図るべく国際レベルのフォーラム（IFAR）注２が発足。

○ 我が国の競馬関係者は、引退競走馬の利活用に関する施策のとりまとめや提案を行う「引退競
走馬に関する検討委員会」をJRAに設置（平成29年12月）し、JRAを中心に引退競走馬の利活用に資
する取組に対して検討を進めつつ支援を実施中。

【ＪＲＡ等の取組状況】

注１：IFHA（ International Federation of Horseracing Authorities）とは、各国の競馬統括機関の連合体。競馬に関する規則の統一等を目的としている。
注２：IFAR（ International Forum for the Aftercare of Racehorses）とは、競走馬の再調教を促し発展させ、競走馬のアフターケアのレベルアップを図るために発足した国際レベル

のフォーラム。各国の引退競走馬関連団体、競馬統括機関等が参加し、平成29年5月に第１回が開催された。
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項目 事業内容 実施年度 R3予算

引退競走馬に関する検討委員会の開催、国際フォーラム参加、諸調査等の実施 H29～R3 40百万円

馬の多様な利活用に関する情報を発信するための競馬場でのイベントや、獣医師学会でのシンポジ

ウム等の開催
H29～R3 20百万円

馬を安全に取リ扱う人材を養成するための講習会の開催 H29～R3 22百万円

乗馬等への転用のためのリトレーニング技術講習会の開催、引退競走馬を対象とした競技会での賞

金提供
H29～R3 58百万円

ホースセラピーの活動者向けガイドライン等の作成・配布、技術や考え方に関する講習会の開催 H29～R3 39百万円

被災地等での乗馬・引馬体験、馬の展示等の実施 H29～R3 40百万円

乗馬施設や教育機関、自治体等が行うホースセラピーや教育、地域活性化等への利活用のモデル的

な取組のための繋養費用や施設の補改修等に係る費用の助成
H30～R3 450百万円

養老馬の繋養を行う牧場や引退競走馬の受入先の調整等を行う団体への奨励金の交付 H30～R3 310百万円

引退した重賞勝馬の繋養展示を行う施設への繋養費用の助成 H9～ 63百万円

合計 1,042百万円

セカンドキャリ
ア促進への支
援

施策の検討と

情報の収集・
発信

サードキャリ
ア（養老・余
生）への支援



【参考資料】 馬の多様な利活用の取組事例（平成29年6月時点）

資料 ： （公社）全国乗馬倶楽部振興協会調べ(平成26年度～平成28年度調査） 12
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：教育
：福祉・セラピー
：観光・地域振興

都道府県 名称

1 北海道 宮ノ丘幼稚園 教育

2 北海道 北海道静内農業高校 教育

3 北海道 帯広畜産大学 教育

4 北海道 特定非営利活動法人　北海道障がい者乗馬センター 福祉・セラピー

5 北海道 特定非営利活動法人 ピスカリ 福祉・セラピー

6 北海道 十勝地域・別海地域 観光・地域振興

7 北海道 日高地域（新ひだか町・浦河町） 観光・地域振興

8 北海道 どさんこフェスタin函館 観光・地域振興

9 青森 青森県立三本木農業高校 教育

10 青森 桜流鏑馬 観光・地域振興

11 岩手 遠野市 観光・地域振興

12 山形 やまがた馬まつり 福祉・セラピー

13 福島 相馬ポニー牧場 教育

14 茨城 小貝川ポニー牧場 教育

15 栃木 特定非営利活動法人　障がい者のための馬事普及協会（ピルエット） 福祉・セラピー

16 東京 碑文谷公園こども動物広場 教育

17 東京 水元スポーツセンター公園子ども動物広場 教育

18 東京 こども動物園本園・分園※本園は改修のため2018年７月1日～2020年夏まで休園予定 教育

19 東京 上千葉砂原公園ふれあい動物広場 教育

20 東京 ブルーヘイズ農場 福祉・セラピー

21 神奈川 麻溝公園ふれあい動物広場 教育

22 神奈川 特定非営利活動法人 RDA Japan 福祉・セラピー

23 長野 長野県立木曽養護学校 教育

24 長野 蓼科ポニー牧場 教育

25 静岡 特定非営利活動法人　ＥＰＯ 福祉・セラピー

26 兵庫 一般社団法人　明石乗馬協会 福祉・セラピー

27 鳥取 特定非営利活動法人　ハーモニィカレッジ　空山ポニー牧場 教育

28 島根 社会福祉法人 いわみ福祉会　かなぎウエスタンランディングパーク 福祉・セラピー

29 広島 特定非営利活動法人 西日本障がい者乗馬の会　福山ホースクラブ 福祉・セラピー

30 愛媛 のまうまハイランド 観光・地域振興

31 佐賀 フォーシー・ランチ 教育

32 長崎 対州馬うま跳ばせ 観光・地域振興

33 熊本 熊本県立菊地農業高校 教育

34 大分 (株)エル･ランチョ･グランデ 福祉・セラピー

35 沖縄 学校法人アミークス国際学園 教育

36 沖縄 琉球競馬「ンマハラシー」 観光・地域振興

37 沖縄 伊江島ビーチサイドホースパーク 観光・地域振興

事例取組先
ジャンルNO



競走馬生産振興事業の流れ

○ 地方競馬の事業からの撤退、競馬活性化計画の実施その他の地方競馬をめぐる情勢
の変化に対応して行う競走馬の生産の振興に資するための事業につき、地方競馬全国
協会及び日本中央競馬会がその経費を補助。

○ 平成16年の競馬法改正により創設。平成29年の競馬法改正により実施期限を34年度
（令和４年度）までに延長。

競走馬生産振興事業
（優良種牡馬・繁殖牝馬導入支援等）

（競馬法 第23条の36の第１項9）

１号交付金

事業主体

日本中央競馬会 地方競馬全国協会

競走馬生産振興勘定
（競馬法附則第9条1項）資金交付（令和４年まで）

（農林水産大臣の定める額）
競馬法附則第8条第2項
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市場上場馬の馴致、調教、個体情報開示に対する助成 （ 178百万円）

海外顧客向けの誘致活動に対する助成 （ 86百万円）

競走馬生産振興事業の概要（令和３年度予算額：2,255百万円）

(1)  指導者及び担い手の養成のための研修 （ 206百万円）

・生産技術、経営に係る指導者及び担い手養成への助成
(2) 長期低利資金の借換に係る利子助成、代位弁済等 （ 270百万円）

・借入金の償還が困難になっている後継者に限定して実施

(1) 優良繁殖馬導入促進
① 優良種牡馬の整備（日本軽種馬協会による優良種牡馬の導入） （ 700百万円）
② 優良繁殖牝馬の導入（軽種馬生産者の優良繁殖牝馬の導入に対する助成） （ 190百万円）
③ 繁殖牝馬の流通活性化（繁殖牝馬セールへの上場促進に対する助成） （ 14百万円）

(2)  先駆的な軽種馬生産施設等の整備
① 昼夜放牧に適した放牧地の整備に対する助成 （ 323百万円）
② 担い手を対象とした機械リースに対する助成 （ 115百万円）
③ 離農跡地の担い手活用促進 （ 129百万円）

1 強い馬づくり

２ 競走馬の流通活性化

３ 輸出振興（軽種馬の海外流通促進）

４ 生産農家経営支援
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生産地情報の収集及び提供に対する助成 （ 44百万円）

５ 地域の観光振興



重種馬の生産振興について（１）

○ 重種馬の飼養頭数は減少傾向で推移してきたものの、直近ではほぼ横ばい。令和元
年では5,062頭、北海道で約84％を生産（十勝、根釧地域で北海道の約７割を占める）。

○ 近年のばんえい競馬能力検査の受験頭数は増加傾向で推移し、令和2年度は505頭。
合格率は、50～70％程度で推移。

重種馬における飼養頭数の推移

重種馬の地域別生産割合（R1）
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資料：競走馬は地方競馬全国協会調べ、その他は（公社）日本馬事協会調べ
育成馬については前年生産頭数に育成率（0.95）を乗じた数の合計値とした

資料：帯広市調べ、受験頭数は出走のべ頭数 （単位：頭）

北海道

875 頭
84%

東北

46頭
5%

九州

107頭
10%

その他

13頭
1%

全国
1,041頭

79% 75% 74%
55% 60%

79%
62% 70% 73%

53% 53%

0%

50%

100%

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

ばんえい競馬における能力検査合格率

受検頭数 287 285 355 404 299 303 367 304 359 464 505

合格頭数 226 214 261 222 179 238 229 212 261 247 268

231  229  212  232  233  184  200  205  158  166 

3,130  2,903  2,676  2,367  2,300  1,896  1,956  1,989  1,856  1,950 

1,717  1,620  1,436  1,378  1,272 
1,101  1,120  1,136  1,123  1,041 

1,786 
1,631 

1,539 
1,364  1,309 

1,208  1,046  1,064  1,079  1,067 

852 
807 

813 
867  766 

716  730  721  762  838 

7,716 
7,190 

6,676 
6,208  5,880 

5,105  5,052  5,115  4,978  5,062 

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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頭

種雄馬 種付雌馬 産駒 育成馬 競走馬（ばんえい競馬）



○ 重種馬の生産安定を図っていくためにはその需要者であるばんえい競馬の振興を図っ
ていくことが重要。

○ 地方競馬全国協会の畜産振興事業において、重種馬の血統登録の推進、ばんえい競
馬出走馬の生産者への奨励金の交付、飼養管理技術に関する研修等を実施。

重種馬生産振興について（２）

１ 登録推進 （ 80百万円）
種馬登録審査、登録実務者研究会の開催等への助成

２ 種雄馬の導入 （ 88百万円）
種雄馬の導入に対する助成

３ 種雌馬の改良増殖推進 （ 59百万円）
（１）種雌馬の導入又は自家生産し保留した飼養者への奨励金交付
（２）農協等が導入した種雌馬等を飼養者に３年以上貸し付ける場合の導入奨励金交付
（29万円以内/頭、ただし純粋種種雌馬は31万円以内/頭、ばんえい競馬出走馬は36万円以内/頭）

４ 重種馬の繁殖奨励 （161百万円）
（１）種付けした種雄馬の飼養者への奨励金交付
（純粋種：10万円以内/頭、純粋種以外：7万円以内/頭）

（２）子馬生産に対する奨励金交付
（純粋種：5.4万円以内/頭、純粋種以外：5.3万円以内/頭）

（３）ばんえい競馬の能力検査合格馬の父母馬の飼養者への奨励金交付
（合格馬１頭当たり種雄馬は5.3万円以内、種雌馬は17.3万円以内）

（４）重種馬の生産飼養管理技術に関する巡回指導、講習会の開催等への助成
５ その他 （330百万円）

（１）馬事普及イベント、生産者表彰事業の開催
（２） ばんえい競馬２歳競走の出走馬生産者への奨励金交付（ばんえい競馬１出走あたり1.2万円）
（３）種馬施設等整備

馬の改良増殖推進事業（令和３年度予算額：717百万円）
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